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フィンランドの原発は オルキオト島に 2 基+１基（建設中）とロヴィーサに 2 基 合計 4 基+1 基（建設中） 

                                           （島本調整） 

 

 
オルキオト島の 3 基の原発、使用済み燃料プール、オンカロの配置。      （Posiva 社資料より） 
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電力会社（TVO,Fortum）、廃棄物処理会社（Posiva）と政府・規制機関の関係。      （島本作成） 
 

 
オルキオト島の 3基の原発プラントと風車                  （Posiva 社資料より） 
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オンカロはオルキルオト島とロヴィーサの両者の使用済み核燃料を埋蔵     （Posiva社資料より） 

 
ポシヴァ社は 1995 年に設立。目的は使用済み核燃料の処理。従業員 88 人。 

売り上げ 66.2 百万ユーロ(2014 年)                    （Posiva 社資料より） 
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左上が使用済み核燃料の中間貯蔵プール。中央下が同廃棄洞窟・オンカロ入口。１つの島の中で処理。

地産地消。                               （Posiva 社資料より） 

 
左は核燃料棒のセット。発電プラントによってサイズが異なる。各中間貯蔵プールで冷却後、オンカロ

へ。                                  （Posiva 社資料より） 
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右の鋳鉄の円筒に使用済み核燃料セットを挿入し、その円筒をさらに左の銅合金製の円筒内に挿入する。 
この円筒をキャニスターと呼ぶ。                          （島本撮影） 

 
二重の円筒を垂直にして、周りと上部をベントナイトの土で固めて埋める。（Posiva 社資料より） 
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中央はオンカロ洞窟のモデル。キャニスターは勾配 1/10 の傾斜トンネルをトラックで運ばれる。 

                                     （Posiva 社資料より） 

 
2030 年ごろまでの蟻の巣のような地下トンネル・オンカロの計画図。      （Posiva 社資料より） 
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1978 年から地下処分の計画を開始。地質の研究・環境評価・現地の認許を含め 40 年の紆余曲折を経て 

今日に至り、2020 年過ぎに埋蔵開始の予定。                （Posiva 社資料より） 

 
フィンランドでは再処理は行わず直接処分。STUK（規制機関）や現地のスタッフの話から理由を推定。 
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福島の事故前の日本の原発数は、稼動中、建設中、計画中を合計すると 50 基を越えた。 
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日本の核燃料サイクルの概念図。                   （エネ庁ホームページより） 

 
再処理工程のフロー模擬図。真ん中・下は溶解槽で約 100ºC に熱した濃硝酸を使う。危険で厄介。 

上部の排気ガスも放射能を含むので放出には処理が必要。 
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世界の再処理工場の中で商業的に実質稼働中のものは表上部のフランスのみ。イギリスも稼働停止した。 

                             （「破たんしたプルトニウム利用」より） 

 

日本の六ケ所村の再処理工場は 1997 年の稼働予定が、23 回の納期延期。2017 年 10 月に安全審査を 

実質的に中断となった。                         （2017.10.12 日経）                  
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再処理によるプルトニウムの抽出量は使用済み核燃料の約 1％。           （島本調整） 

 

 
高速増殖炉の構造と発電に至るフロー。蒸気発生器は１次と 2 次の 2 基ある。媒体として金属ナトリウ

ムを使用するが、空気や水に触れると着火するので取り扱いが厄介。  （エネ庁ホームページより） 
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世界の高速増殖炉で現在、商業的に稼働しているものは無い。 （「破たんしたプルトニウム利用」より） 

 

 

日本の高速増殖炉「もんじゅ」も遂に廃炉決定。核燃料サイクルの目玉が無くなった。 
                                     （2016.12.22 日経） 
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上表で 1900 年終わり頃の MOX 燃料の単価はウラン燃料の 5～9 倍。下表で 2000 年初めの MOX 燃料

の単価はウラン燃料の 12 倍。 

 

再処理のコストは直接処分のコストの約 1.6 倍。           （原子力委員会報告書より） 
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MOX 燃料の製造費はここ 8 年間で約 2 倍に高騰。               （2017.12.17 産経） 
 

 
日本のプルトニウム保有量は世界 5 位。米国でも不審の意見が有る。 

（長崎大学資料および朝日デジタルより） 
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日本の使用済み核燃料の保有量は 17,000 トンで世界 3 位。 

フィンランドは 1,600 トンで世界 10 位。（2007 年時点）。               （島本調整） 

 

 


